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コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

コカ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社(本社:東京都港区 代表取締役社長:吉松 民雄 以下当社)は、 

Japan Hair Donation & Charity（愛称：ジャーダック、ヘアドネーション活動を支援する NPO法人）との連携に

より、全国初となる「ヘアドネーション支援自販機」を設置しました。 

ジャーダックの「100％人毛を使用した高品質なこども用医療ウィッグを無償提供することで、髪の毛を失っ

てしまった子ども達が日常生活を普通に送り、自尊心を再建し、社会と前向きに向き合い続けることのサポ

ートを目指す」活動に賛同し、今回の設置に至りました。 

「ヘアドネーション支援自販機」の売上の一部はジャーダックに寄付され、医療用ウィッグの制作に役立てら

れます。 

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社は、今後も様々な活動を支援してまいります。 

 

記 

 

【設置先情報】 

■設置日時：2018年 3月 29日(木)  

■設置場所：株式会社ガモウ 東京支社 

（東京都杉並区松庵 3-41-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髪を必要とする子どもたちを支援します 

全国初「ヘアドネーション支援自販機」を設置 
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＜参考資料＞ 

ヘアドネーション支援自販機の概要 

 

◆経緯・目的 

 

支援自販機を考えたきっかけは、当社営業担当が、テレビでヘアドネーションに関する特集番組を観て、

髪の毛を病気や事故でなくして辛い思いをしているお子さん、ご家族が多くいることを知ったことでした。 

何かお役に立てる事はないかと考えた営業担当が翌日、ヘアドネーション活動を行っている NPO 法人

Japan Hair Donation & Charity（以下、ジャーダック）の渡辺代表理事とお話しする機会を持ちました。 

そこで、ヘアドネーション活動を進める中で、「活動資金となる寄付金収入が少ない」「ヘアドネーション

の周知活動ができていない」という課題があることを把握、売り上げの一部を寄付し、ヘアドネーション

支援デザインの支援自販機で協働活動することを提案し、今回の取組みが実現しました。 

本活動に賛同いただいた株式会社ガモウ様への 1号機設置を皮切りに、現在 10台の設置が完了して

います。 

 

◆支援の仕組み 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆設置場所 

 

2018年 3月 29日（木） 株式会社ガモウ 東京支社（東京都杉並区松庵 3-41-1）に 1号機を設置 

2018年 3月 29日（木） テスコム電機株式会社（東京都品川区西五反田 5-5-7テスコム五反田ビル） 

に 1台設置 

2018年 3月 30日（金） 株式会社ガモウ 各支店に 7台設置 

2018年 3月 30日（金） テスコム電機大阪支社（大阪市住吉区桑津 1-25-17）に 1台設置 
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◆コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ 担当者コメント（広域法人開発営業統括部第三営業部 宇山 弘） 

 

「ヘアドネーション支援自販機」を通じてより多くのお子さん、ご家族を支援できること

を心より願っており、年間 100台の目標を立て活動をしております。 

ヘアドネーション支援の輪を広げる活動にご協力、よろしくお願いいたします。 

 

 

◆NPO法人 Japan Hair Donation & Charity コメント（代表理事 渡辺 貴一） 

 

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社の皆さまよりご協力を得て、私たちの生活

にとても身近な「自販機」を媒体に、当団体の活動を紹介していただくという素晴らし

い機会に恵まれました。職員一同心より御礼申し上げます。 

癌や皮膚疾患などのさまざまな病気、またケガなどが原因で、頭皮と頭髪に悩みを

抱える子どもたちは多いですが、その問題に取り組み、子どもたちとそのご家族への

直接的、かつ実質的な支援活動を行っている団体は多くありません。私たちの支援

を継続し、さらに拡大していくためには、より多くの方々に関心を持っていただき、活動内容を理解して

いただくことが急務だと考えています。ぜひ、もっともっと多く方々に、この活動を身近な問題として感じ

てもらえたらと思います。 

この自販機を通じた広報活動は、さらに多くの賛同者を増やし、多くの子どもたちに時宜を得た援助を

届けることに繋がると信じています。身近な問題を身近な自販機で伝えることが、「子どもたちのために

わたしたちができること」を常に考える社会へとつながれば幸いです。 

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社様のご理解、ご協力と共に、子どもたちへの複合的なサポー

トが今後も永続できるように、また社会に必要な変化をもたらすきっかけとなり続けることを願っており

ます。今後とも、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

 


